
 

 

 

 

 

 

 

トムス 

ハイパー 
コンプレッサーキット 
マジェスタ（ＵＺＳ１８６）用 

 

１３６００－ＴＵＳ８７ 

 

 

取り付け／取り扱い説明書  
 

� お取り付け及びご使用前に必ず本書をよくお読みく

ださい。 
� 本書は大切に保管し、本製品を譲渡する場合は必ず

本書も譲渡してください 
� 販売店殿――本商品お渡しの際、保証書およびユー

ザー登録ハガキに販売店印の押印、装着時走行距離

および購入日を記入してください。押印および記入

がない場合は保証対象外となりますのでよろしくお

願いします 
� ユーザー登録ハガキは必ずご返送ください。ご返送

ない場合は保証対象外となる場合があります 
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【１】 事前に準備いただくもの 
作業を開始する前に以下のものを事前に準備してください。 
注文は全国のトヨタ部品共販となります。 
 
部品 
インテークマニホールドツーヘッドガスケット（トヨタ純正）１７１７１－５００２０ ２個 
パルセーションダンパーホースガスケット（トヨタ純正）２３２３２－４１０８１  ２個 
パルセーションダンパーホースガスケット（トヨタ純正）９０４３０－１２０２６  ２個 
スロットルボディガスケット（トヨタ純正）２２２７１－５００４２ １個 
インジェクターＯリング（トヨタ純正）９０３０１－０７０２４ ８個 
インジェクターＯリング（トヨタ純正）９０３０１－０７０３７ ８個 
 
工具（必要に応じて準備する） 
ユニオンナットレンチ ０９０２３－３８４００ 
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【２】 はじめに 
このたびは、トムスハイパーコンプレッサーキット（マジェスタ－ＵＺＳ１８６用）をお買い上げ

頂き、誠にありがとうございます。本製品の取り付けを以下に記します。正しい取り付けをお願いいた

します。本取り付け説明書は、「自動車整備技能検定３級合格者」程度の方を対象に記述してあります。

用語等で不明な点は、整備解説書等をご参照ください。なお、取り付け等に関するお問い合わせは、当

社技術までお問い合わせください。本製品の内容及び付属品は、改良のため予告無く変更することがご

ざいますのでご了承ください。本取り付け説明書は各車両の脱着分解図を掲載してあります。更に詳し

い内容については、各車両の修理書を参照して下さい。 

【３】 適応車種 
 本製品は以下の車種に対応しています。（Ｈ１ 9 年４月現在） 

マジェスタ（ＵＺＳ１８６） Ｈ１６年（２００４）７月～Ｈ１８年（２００６）７月 

 

【４】 ご使用時の注意事項 
以下の注意事項を守らない場合、エンジンの破損に伴う事故となる場合がありますので十分ご注意く

ださい 
１，本製品を装着すると、エンジンの燃焼効率が改善され、エンジンの性能が向上いたします。ブレー

キの性能を確認し、十分な制動力を確保して走行してください。 
２，エンジンの過回転（回転計の「レッドゾーン」以上の使用）はエンジン破損につながります 
３，装着後、エンジンチェックランプが点灯したり、エンジンに著しい異常（振動、異音、黒煙の排出

等）を感じた場合はただちに使用を中止し販売店等に連絡してください 
４，取り付け後、数キロ走行した後に、ボルトの緩みやベルトの干渉、ガソリン、冷却水の漏れ等をチ

ェックしてください。 
５，ガソリンは必ず「無鉛ハイオク」をご使用ください。レギュラーガソリンや粗悪ガ

ソリンを使用するとノッキングをおこしエンジンが破損する場合があります。 
６，エンジンオイル・オートマチックトランスミッションオイルは通常よりこまめに交換してください 

推奨交換時期 エンジンオイル５０００ＫｍごとＡＴＦオイル２０，０００Ｋｍごと 
７，Ｖベルトは亀裂、ゆるみ、部品との干渉などをこまめに点検してください。 
【５】 エンジンＥＣＵについて 
１.車両に装着されている純正ＥＣＵに下記の送付用紙をコピー添付して弊社に発送してください。 
その際、純正ＥＣＵに装着されている取り付けブラケットを必ず外しお客様にて管理してください。 

２.純正ＥＣＵをＴＥＣⅡに変更の際、弊社に純正ＥＣＵ到着後、１週間程度車両が動かせなくなる旨、

ご了承下さい。 
３.お客様より弊社に送付される際の運賃はお客様にてご負担ください。 

TOM’S T.E.C.Ⅱ送付用紙  for HYPER COMPRESSOR KIT  

お客様お名前  ＴＥＬ 

住所（お客様用）  
 

ご担当販売店名 
ご担当者  ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

住所  
 

共販・代理店 
ご担当者  ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

住所  

直
送
先
（
○
印
必
ず
記
入
） 

 

■送付先  〒158-0082 東京都世田谷区等々力 6-13-10 ㈱トムス 営業部宛  
TEL03-3704-6191／FAX03-3704-9486 
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【６】 保証について 
本製品について製造上の不具合が発生した場合、下記の期間と条件に従ってこれを無

償修理（保証修理）いたします。保証修理は部品の交換または補修により行います（製

品の返品等はお受けいたしません）。また、取り外した不具合部品は（株）トムスの

所有となります。 
［１］ 保証期間 
¾ 保証修理の対象期間は以下の通りです 

製品お買いあげ後１年間。但し期間内であっても装着後走行距離２０.０００Ｋｍまで 
 
［２］ 保証の受け方 
保証を受ける場合は、販売店に車両を持ち込み、保証書を提示の上保証修理をお申し付けく

ださい。原則として不具合部位を取り外し、（株）トムス宛ご返却いただき、調査後トムス

にて現品を修理もしくは交換しご返却いたします。 
 
［３］ 保証をしない事項 
¾ 上記保証期間内であっても、下記の場合は保証の対象外となります 

１, 本書に添付されている保証書に販売店押印、装着時走行距離および購入日の記載のない場

合、または字句を書き換えられた場合 
２, 保証書の提示がない場合 
３, 使用損耗あるいは経年変化による劣化など、製造上の不具合と認められない場合 
４, 登録後４年を経過した車両または走行距離が５００００Ｋｍ超えるエンジンに装着した

場合 
５, 輸送中の不具合 
６, レース・ラリー等通常の使用状態と異なる使用方法による破損・不具合 
７, 指定のガソリン（無鉛ハイオク）以外のガソリンおよび粗悪ガソリン等の使用による不具

合 
８, エンジンオイル・ＡＴＦオイルのメンテナンス不良に起因する不具合 

（推奨メンテナンス；エンジンオイル５，０００Ｋｍごと、ＡＴＦオイル２０，０００Ｋ

ｍごと交換） 
９, 地震、台風、水害等の天災並びに事故、火災によるもの。また薬品、融雪剤、塩害、飛石

等の外部要因によるもの 
１０, 消耗品（Ｖベルト、ゴムホース類、ガスケット等）の破損・不具合 
１１, 本書に指示のある調整以外の調整をおこなった場合（例、規定以上にブーストを上

げた場合など）、また、純正およびトムス指定以外の吸排気系部品や電子部品の装着によ

るもの 
１２, 取り付け作業時や分解時のまちがい、不備 
１３, 機能上影響ない「感覚的現象」および本製品特有の現象 

1) コンプレッサーの過給音等（過給時キーン音、クラッチ断続時のカチャッ音など） 
2) 機能上差し支えないオイルにじみ 
3) 本製品が主原因でない振動・ハーシュネス 

 
［４］ 保証対象外費用 
¾ 以下に示すものの費用は負担いたしません 

１, 自動車を使用できなかったことによる不便さおよび損失等（電話代、レンタカー代、宿泊

費、休業補償、営業損失等） 
２, 脱着工賃 
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【７】 構成部品表 
 

16263 16263 T3UZ0 ウォーターバイパスホースNo,3(380mm) 1
16290 16290 T3UZ0 ウォーターポンプ 2
16291 16291 T3UZ0 ウォーターポンプステー 1
16292 16292 T3UZ0 ウォーターポンプクランプバンド 2
16296 16296 T3UZ0 クッション，ウオーターポンプ 1
16361 16361 T3UZ0 Ｖリブドベルト 1
16510 16510 T3UZ0 インタークーラーラジエターＡＳＳＹ 1
16511 16511 T3UZ0 インタークーラーラジエタートレー 1
16512 16512 TUS86 インタークーラーラジエターステー(UZS186) 1
16513 16513 TUF30 トレークリップ 2
16515 16515 T3UZ0 トレークッション 2
16519 16519 T3UZ0 プロテクターモール 1
16551 16551 T3UZ0 ポンプtoラジエターホースNo,1 1
16552 16552 T3UZ0 ポンプtoラジエターホースNo,2 1
16553 16553 T3UZ1 インタークーラーインレットホースＮｏ，１(UZS186 1
16553 16553 T3UZ2 インタークーラーインレットホースＮｏ，２(UZS186) 1
16554 16554 T3UZ1 インタークーラーアウトレットホース(UZS186) 1
16555 16555 T3UZ0 ウォーターバイパスホースガイド 1
16556 16556 T3UZ0 リザーブタンクホース 1
16557 16557 T3UZ0 リザーブタンクホースバンド 4
16558 16558 T3UZ0 リザーブタンク用３ウエイ 1
16561 16561 T3UZ0 インタークーラーホースガイド 1
16571 16571 T3UZ1 ラジエターアッパーホース(UZS186) 1
16572 16572 T3UZ0 アウトレットホースバンド 2
16573 16573 T3UZ0 インレットホースバンド 8
16603 16603 T3UZ0 メクラプラグ,PSTアイドル用 1
16604 16604 T3UZ0 アイドルプーリー 1
16605 16605 T3UZ0 メクラプラグ,PSTアイドル用φ８ 1
16607 16607 T3UZ0 プーリーブラケット 1
17875 17875 T3UZ1 エアインレットホース 1
44730 44730 T3UZ0 ブーススターユニオンメクラプラグ 1
44731 44731 T3UZ0 シールワッシャ 1
82216 82216 T3UZ0 ウォーターポンプハーネス 1
82217 82217 T3UZ0 マグネットクラッチハーネス 1
88116 88116 T3UZ0 ブラケット、エンジンハーネス 1
89600 89600 TUS86 エンジンＥＣＵ（ＴＥＣⅡ） 1
90464 90464 00410 ホースクランプ 2
BC615 J1176 26151 スプリングワッシャ付ボルトM6X15 4
BF620 J1189 06201 フランジ付六角ボルトM6*20 1
BF825 J1189 08251 フランジ付六角ボルトM8*25 1
BH610 J1180 06101 六角ボルト M6X1.0X10 1
BH615 J1180 26152 スプリングワッシャー付六角ボルト M6X1.0X15 1
BH625 J1180 26252 スプリングワッシャー付六角ボルト　M6X1.0X25 1
BH885 J1180 08851 六角ボルトM8X85 1
BHA90 J1180 0A901 六角ボルト　M10X90 2
NL68A J1181 16800 ロックナット M6X1.0 3
NL88D J1181 188D1 ロックナット M8X1.25 1
WP613 J1256 06132 平ワッシャーM6 4
WP620 J1256 26201 大径ワッシャー 1
WP816 J1256 08161 平ワッシャー　M8 1
WPA21 Ｊ1256 2A210 平ワッシャーM10 2
WR816 J1251 08162 スプリングワッシャーM8 1
Z0010 Z0010 SP001 Ｖリブドベルトラベル・フエルコーションラベル 1
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【８】 構成部品図 
→ 

16556

WP613

16605

13610

13731

BH625
10(102)

13741

WP613

BH615
10(102)

WP620

NL68A

BH885&

16571

17875
16262

16262
16263

16555

12261

12262

16557X4

11255

11256

NL88D

WP816
18(185)

82217

12663
12664X2

13751
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WR816

44730
50(510)

4473116603

16558

88116

組み付け図１

下段は締め付けトルクを示す
＊＊Ｎ．ｍ（Ｋｇｆ．ｃｍ)

BH610
10(102)

BF825
19(194)

NL68A
8(82)

構成部品表のイラスト番号と対応しています。 
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組み付け図２

下段は締め付けトルクを示す
＊＊Ｎ．ｍ（Ｋｇｆ．ｃｍ)
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【９】 取り付け 

［１］ 純正部品はずし 
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脱着部品図を参照して以下の部品をはずす 
１, エンジン ECU はずし 
２, Ｖバンクカバー、Ｖバンクカバーブラケット、サイドカバーはずし 
３, エアクリーナーインレットＮｏ,１、エアクリーナーボックス、インテークエアパイプはずし 
４, 冷却水抜き取り 
５, ラジエターアッパーホースはずし 
６, ヒーターホース／パイプをマニホールドから切り離し 
７, ブローバイホースＲ／Ｌはずし 
８, キャニスターホース切り離し（エンジン側をきりはなす） 
９, エンジンワイヤーハーネスずらし 

1) インジェクターコネクターをはずす 

2) スロットルセンサーコネクターをはずす 

3) その他エンジンワイヤーハーネスを外側にずらすために必要なコネクターをはずす 

4) エンジンワイヤーハーネスクランプをはずし、ワイヤーハーネスをできる限りマニホールドからはなす 

→ 

→ 

⇒ 

→ 

⇒ 

ひもなどで外側に寄せて固定しておくとよい 
  １０, スロットルボディウォーターバイパスホース

３本はずし 
1) ベンチレーションホース、ウォーターバイパスホ

ースおよびウォーターバイパスホース No.7 をス

ロットボデーから切り離す 

ホースは再使用しない。クリップは再使用する 

１１, スロットルボディＡＳＳＹはずし 
1) ナット２個およびボルト２本をはずし、スロット

ルボディをはずす 

１２, フエルライン切り離し 
1) フエルタンクのキャップをはずし、フエルタンク

の圧力を抜く 
 

2) EFI フューエルパイプクランプ No.1 をはずす 

3) フューエルコネクタのかん合をはずし、フューエ

ルホースを切り離す 

フューエルチューブが固着して切り離せない場

合は工具を使用せず、クイックコネクタ部をつま

んだ状態で押したり引いたりして接続を切り離

す 
異物が混入しないようにフューエルコネク

タおよびパイプ接続部をビニール袋で保護

する 

ガソリンの流出に十分注意する 

  
１３, インテークマニホールドＡＹはずし 

1) ボルト６本ナット４個をはずし、インテークマニ

ホールドＡＳＳＹをフエルパイプ、デリバリパイ

プ、インジェクターと共にはずす 
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 ［２］ インジェクター，デリバリパイ

プ付け替え  
１, インジェクター、パイプはずし 

ボ

ル

ト

注

意 

1) インテークマニホールドからデリバリパイプ、パ

ルセーションダンパー、フエルパイプＮｏ，２、

デリバリパイプスペーサーおよびインジェクタ

ーをはずす 

⇒ 

→ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

→ 

パイプのボルトに注意する 
パルセーションダンパー左右をはずし、インジ

ェクターとパイプは一体ではずすとよい 

はずす前にインジェクターが回転することを確

認する 
２, インジェクター、パイプ取り付け 

 1) 純正デリバリパイプスペーサー４個をコンプレ

ッサーのスタッドボルトに取り付ける 

2) フエルホースＮｏ，２とコンプレッサーが干渉す

る位置にインシュレーターをずらして巻き付け

る 

3) はずした手順と逆の手順で取り付ける 

パルセーションダンパー締付トルク

39N.m(398Kgf.cm) 
デリバリパイプナット締付トルク

18N.m(184Kgf.cm) 
パルセーションダンパーガスケットは新品に交

換する（90430-12026 ４個） 

エアコン 
クランクシャフト 

ノーマルベルト

レイアウト 
アイドルプーリＮｏ，２ＬＨ

アイドルプーリＮｏ，２ＲＨ コンプレッサー  
インジェクターが回転することを確認する。滑ら

かに回転しない場合は、Ｏリングのかみ込みが考

えられるため、インジェクターを取りはずして再

度Ｏリング（９０３０１－０７０２４）を新品に

取り替えて作業を行う。 
ガソリン漏れの原因となるためフエルパイプを

無理に曲げないこと 

 
［３］ Ｖベルト取り付け 

１, Ｖベルトはずし 
1) テンショナーのプーリセットボルトにレンチを

かけ、テンショナーを左に回転させて張力をゆる

め、ベルトをはずす 
 

プーリセットボルトは左ねじを使用しているた

め右回転させるとプーリセットボルトがゆるむ 

 
２, アイドラプーリＮｏ,２（ＬＨ）交換 

1) アイドラプーリＮｏ，２（ＬＨ）を 16604 アイ

ドルプーリに交換する 

締付けトルク 39N.m(398Kgf.cm 
プーリーカバー（ワッシャー）は使用しない 

ボルトは再使用する 
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３, アイドルプーリＮｏ,２（ＲＨ）ブラケ

ット交換 
 

1) アイドルプーリＮｏ，２（ＲＨ）をはずす 

2) ボルト２本をはずしアイドルプーリブラケット

をはずす 

3)  16607 プーリーブラケットを BHA90 ボルト２

本と WPA21 ワッシャー２個および BF620 ボル

ト１本を使用して取り付ける 

 

→ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

→ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

締付トルク M10 ボルト 39N.m(398Kgf.cm) 
締付トルク M6 ボルト 10N.m(102Kgf.cm) 

4) 1)ではずしたアイドルプーリを純正ボルト、ワッ

シャーを再使用して取り付ける 
 締付けトルク 39N.m(398Kgf.cm) 

アイドルプーリＮｏ，２ 

コンプレッサー 

 
ノーマルベルトレイ

アウト ４, Ｖベルト交換 
1) Ｖベルトを交換する左図の実線のように取り付

ける 

ベルトは仮に取り付ける 

 
 
 

［４］ コンプレッサー取り付け エアコン 
クランクシャフト 

１, コンプレッサー取り付け 
1) コンプレッサー取り付けの前に、16262 ウォータ

ーバイパスホースＮｏ，２（３２０ｍｍ）をウォ

ーターバイパスジョイント側（エンジン側）に取

り付けておく（純正バンド再使用） 

 

ホース取り付け ボルトはずし 

コンプレッサー装着後は作業性が悪い 

2) ウォーターインレットハウジングのボルト１本

をはずしておく（左図参照） 

3) マニホールドガスケットを交換する（純正）

17171-50020 ２個 

白ペイント側を上向きにする 
4) はずしたインテークマニホールド用ボルト６本

およびナット４個を使用してコンプレッサーを

取り付ける 

コンプレッサーを垂直に均等に入れること。エン

ジンヘッドに確実に接地していることを確認し

てボルトナットを取り付ける 
締付けトルク 18N-m(184Kgf-cm) 
フエルラインをハーネスの間を通すこと
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5) BF825 ボルトと、WP613 ワッシャー、NL68A ロ

ックナットで 13751 ノーズステーを取り付ける

（左図参照） 

 

⇒ 

⇒ 

→ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

ロックナット締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm) 
ハウジング締付けトルク 19N.m(194Kgf.cm) 

 
6) Ｖベルトを取り付ける 

テンショナーを押下げてベルトを取り付ける 

プーリセットボルトは左ねじを使用しているた

め右回転させるとプーリセットボルトがゆるむ 
ベルトと近いエンジンハーネスをタイラップで

ベルトから離れるように取り付ける 
 7) コンプレッサー本体ＲＨサイドのネジ部に

44730 ブースターユニオンメクラプラグと

44731 ワッシャーを取り付ける 

締付けトルク 35N.m(355Kgf.cm) 
8) 16603 メクラプラグ PST アイドルアップ用をパ

イプに取り付ける 

プラグが抜けないよう十分差し込む 

 
 
 

２, フューエルパイプＮｏ，２接続 

 
1) 〔１〕－１２－2)ではずしたフューエルチューブ

を‘カチッ’と音がするまで差し込む 

作業前にパイプおよびコネクターの接続部に異

物の付着や傷がないことを確認する 
接続後コネクターを引っ張り確実に組み付いて

いることを確認する 
2) ＥＦＩフューエルパイプクランプＮｏ，１を取り

付ける 

 
 

［５］ インタークーラーラジエター、

ウォーターポンプ、ホース取り付け 

 １, ラジエターグリルサイドエアガイドＲＨはず

し 
1) ホーン２個をはずす 

2) クリップ３個をはずし、ラジエターグリルサイド

エアガイドＲＨをはずす 

3) フロントバンパーカバー上部のボルト４個をは

ずす 

4) レーザーレーダーセンサー（ＲＨ側）のクランプ

をはずす 

5) 外気センサー（ＬＨ側）のコネクターをはずす 
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 ２, ラジエタートレー取り付け 
1) 16511 ラジエタートレーをラジエター前方の図の

位置（ウインドガイドロアパネル）に置き、穴位

置をマークする 

  

Ｂ

フロント 

トレーの穴で位置決めする 

Ａ 

トレー 

マーク穴がフロントになる 

→ 

→ 

→ 

→ 

⇒ 

→ 

⇒ 

→ 

→ 

→ 

→ 

穴は内側穴を使用する 

Ａ寸法：９５ｍｍ 

B 寸法：１３５ｍｍ 

2) φ９ mm の穴を開ける 

3) トレーを 16513 クリップ２個で取り付ける 

トレーの折りの高い方を前方にして取り付

ける 

 
３, ウォーターポンプ取り付け 

 ラバーバンド 

３１ｍｍ 
上端 

突起を穴にあわせる 

 1)  16290ウォーターポンプに16551／16552ホース

および 16573 インレットホースバンドを取り付け

る（構成部品図参照） 

2) 16291 ウォーターポンプステーを BC615 ボルト

２本でラジエターに取り付ける 

締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
ステーの方向に注意する（左下図参照） 

3) ウォーターポンプを 16292 ウォーターポンプク

ランプバンドでステーに取り付ける 

バンドとハーネスやホースが干渉しないこと 
ウォーターポンプについているラバーバンドの

位置をクランプバンドの位置にあわせる 

外気センサーハーネスを左図の位置を通す 

ウォーターポンプアウトレットはラジエタ

ーと平行に取り付ける 

ウォーターポンプの突起とステーの穴を合

わせる 

 
 
 
 
４, ラジエター取り付け 

1) 16512 インタークーラーラジエターステーを

BC615 ボルトでラジエターに取り付ける 

⇒ 

⇒ 

 
 

ラジエターと平行 

ラジエターと平行 

ステーの方向に注意する ハーネス通し位置 

 
締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 

2) ラジエターをトレーの上にのせ、16512 ステーを

センターブレースに BC615 ボルトと WP613 ワ

ッシャー、NL68A ナットで取り付ける 

締付けトルク 10N.m(102Kgf.cm) 
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  ５, インタークーラーホース取り付け 
1)  16554 インタークーラーアウトレットホース

（太い成型ホース）を配管する 
 

→ 

→ 

⇒ 

→ 

→ 

⇒ 

エンジンルーム側からラジエターサポート

RH の左下図②の穴を通し、インタークーラ

ー用ラジエターの RH パイプに差し込む 

 

長 

短 
2) 16572 ホースバンドでホースをコンプレッサー

のリザーブタンク下部に取り付ける 

3) 16572 ホースバンドでホースをラジエター側に

取り付ける 

左下図①矢印のワイヤーハーネスのクラン

プをはずし、ハーネスのあった位置にホース

を取り付ける 

ファンシュラウドの突起部などがホースに当た

らないように配管する 

 
4) 16553 インタークーラーインレットホース（細

いホース）を配管する 

エンジンルーム側からヘッドライトRHのす

きま（左下図③）を通し、バンパーリーンホ

ースメントの上をはわす 

長さ１８４０ mm と１７００ mm を図のよ

うに配管する（長／短を参照） 

5)  16572ホースバンドでホースをコンプレッサー

に取り付ける 
 

6) ホースバンド 16572 でホースをウォーターポン

プ２個に取り付ける 

7) ボディとの接触部に 16519 プロテクターモール

をボディ側に取り付ける（図④図⑤） 

バンドは止めずにおく（エア抜きの際ホースを

あけるため） 

 ①
①

 
②

③

④
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６, ホースガイド取り付け  

1) 16561 インタークーラーホースガイドをサーモ

スタットケースボルトに共締めする 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

→ 

⇒ 

→ 

→ 

⇒ 

⇒ 

締付けトルク 19N.m(194Kgf.cm 
ボディおよび部品と無理な接触がないこと 
Ｖベルトとの干渉がないこと 

2)  16571ラジエターアッパーホースを取り付ける

（バンドは再使用する） 

Ｖベルトとのすきまを１０ mm 以上確保する

（ない場合はホースの回転方向を変えてみると

良い） 

 
 ［６］ スロットルバルブ取り付け 

ホースＮｏ，２（３２０ 

ホースＮｏ，２（３２０ 

ホースＮｏ，３（３８０ 

１, スロットルバルブＡＳＳＹ取り付け 
1) 取り付け前に、スロットルバルブ下側ウォータ

ーバイパスパイプ２個所に 16262 バイパスホー

スＮｏ，２（３２０ｍｍ）２本を取付けておく 

スロットルバルブ取り付け後は作業性が悪い 

2) はずしたボルト２本、ナット１個と、BH885 ボ

ルトと WP816 ワッシャーでスロットルバルブ

をコンプレッサーに取り付ける 

締付けトルク 18N-m(184Kgf-cm) 
ガスケットは新品を使用する 22271-50042 

3) BH885 ボルトには 11215 エンジンカバーブラケ

ットと 88116 ワイヤーハーネスブラケットを

NL88D ナットと WR816 スプリングワッシャー

で後ろ側に共締めする 

 

エンジンカバー取り付けのスパンを２９０

ｍｍになるように位置を調整する 

締付けトルク 18N-m(184Kgf-cm) 
4)  16261／16262／16263 ウォーターバイパスホ

ースを取り付ける（バンドは純正を再使用） 

5) コンプレッサー本体のウォーターリザーブタン

クのフロント側ボルトをはずし、16555 ウォー

ターバイパスガイドを共締めする 

  

   

  

   

 締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
Ｖベルトとの干渉がないこと（ベルトとウォー

ターバイパスホース、アッパーホースのすきま

が 10mm 異常あること 

⇒ 

 
［７］ エアクリーナーケース取り付け 

1) エアクリーナーボックスＡＳＳＹを取り付ける 

2)  17875エアインレットホースを標準のバンドを

使用して取り付ける 

3) 16605 メクラプラグ PST アイドル用をφ６のパ

イプに取り付ける 
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［８］ ホース取り付け  
１, ブローバイホース取り付け  

1) 純正ブローバイホース RH を図の矢印部（長い

方）を４０ mm ようにカットする（プロテクタ

ーを１０ mm カットする） 

2) 12261 ホースと 12663 パイプを 12664 バンドで

純正ブローバイホースＲＨ及び、17875 エアイン

レットホースに取り付ける 

→ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

カットした側をエンジン側に取り付ける 

3) 純正バンドを再使用して、16263 ブローバイホー

スＬＨをスロットルボディおよびヘッドカバー

LH に取り付ける 

 
 ２, リザーブタンクホース取り付け  

キャニスターホース 

リザーブタンクホース 

ブローバイホ

ースＬＨ 

３ウエイ 

1) 16556 リザーブタンクホースを、16557 バンド

を使用して、ヘッダータンクに取り付ける 

2) リザーブタンクホースの反対側に 16558 スリー

ウエイを、16557 バンドを使用して取り付ける 

3) 純正リザーブタンクのホースを中間付近でカッ

トし 16557 バンドを使用して３ウエイをつなぐ 

 
３, キャニスターホース取り付け 

1) 純正キャニスターホースを純正バンドでコンプ

レッサーのユニオンおよびキャニスターバルブ

に取り付ける 
 

パイプ抜け止めの２段目を超えるまでホースを

差し込む。バンドは２段目より奥で止める 

 
４, ヒーターホース取り付け 

1) ヒーターホースを復元する 

2) ブラケットを BH625 ボルト WP613 ワッシャー

および 13731 カラーを使用してコンプレッサー

に取り付ける 

締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 

 
５, Ｖバンクカバーブラケット取り付け 

1) ＶバンクカバーブラケットＲ／Ｌを純正ボルト

を使用して取り付ける 
 

締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 
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  ［９］ ハーネス取り付け 
１, マグネットクラッチハーネス取り付け  

 

ＡＣＩＳコネクター 

アース 

マグネットクラッチ

コネクター 

1) 82217 マグネットクラッチハーネスをＡＣＩＳ

コネクターとマグネットクラッチコネクターに

取り付ける 

2) アースを純正エンジンカバーブラケットリヤ

RH と共締めする 

→ 

→ 

→ 

→ 

→ 

余ったハーネスはベルトなどに接触しない

ようテーピングする 

 
２, ウォーターポンプハーネス取り付け 

1) クリップ３個をはずし、ラジエターグリルサイ

ドエアガイドＬ H をはずす 
 2) ポンプ２個にハーネスを取り付ける 

3) ヘッドランプ横のすき間からハーネスをエンジ

ンルーム内へ引き込む 

4) エンジンコントロールＥＣＵのボックスカバー

をはずす 

5) ダストブーツに小穴を開け、ウォーターポンプ

ハーネスのワイヤー２本をＥＣＵボックス内に

引き込む 

 
 
 
 
 

6) ターミナルを図の位置に差し込む 

青コネクターをはずし、裏側コネクターの図

の位置に赤リード線の１本を取り付ける（黒

白色線のとなり） 

もう１本の赤リード線を図の「Ｆ」の空いた

個所に取り付ける（表側・裏側も含む） 

黒リード線を灰色コネクターの図の位置に

取り付ける（空いているターミナル） 

コネクターのロックを解除してから差し込

む 

7) カットした保護チューブの個所に防水テープな

どを巻く 
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青コネクター 

をはずし、裏側の

下図の「Ａ」に 
赤線を差し込む

（黒白線の隣、下

は黄色線４本） 

灰
色
コ
ネ
ク
タ
ー 

黒
線
を
差
し
込
む 

黄
色
線
４
本 



 

 ３, ラジエターグリルサイドエアガイドＲＨ取り

付け 
1) 型紙をコピーしラジエターグリルサイドエアガ

イドＲＨに貼り付けカットする 

2) クリップ３個でラジエターグリルサイドエアガ

イドＲＨを取り付ける 

 
４, 純正ハーネス復元 

1) インジェクターハーネスその他はずしたハーネ

スを取り付ける 

2) 各ハーネスブラケットをコンプレッサーのステ

ーに取り付ける 

締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm ⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

 3) 13741 ハーネスブラケットＮｏ，３を BH610 ボ

ルト WP613 ワッシャーでコンプレッサーの図

の位置に取り付ける 

締付けトルク 10N.m(102Kgf.cm 
4) バッテリープラスハーネスのブラケットを 13741

ハーネスブラケットにBH615ボルトWP620ワッシ

ャーNL68A ナットで取り付ける 

締付けトルク 10N.m(102Kgf.cm 

 
［１０］ エンジンカバーブラケッ

トＬＨ取り付け 
1)  (48)エンジンカバーブラケットＬＨをコンプレ

ッサーの図のステーボルトをはずし共締めする 
 

締付けトルク 8N.m(82Kgf.cm 

 
［１１］ エンジンＥＣＵ取り付け 

1) ＴＥＣⅡを取り付ける 

 
［１２］ インタークーラーウォーター注入 

1) ヘッダータンクから冷却水（ＬＬＣ５０％）を入

れる 

2) ウォーターポンプ側のアウトレットホースの上

側を少しはずしてエアを抜きホースを戻す 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

冷却水が出てきてエアがない状態まで冷却水を

流す 
ポンプ２個ともエア抜きする（片側ずつエア抜き

すること） 
この位置にエアが残るとポンプの「カラ打ち」が

発生し、ポンプが異音の発生やヒートしたり水が

回らない場合があるため十分エアを抜く 
3) イグニッションをＯＮにして、ウォーターポンプ

が回転していることを確認する 

音および感触で確認する 
4) ウォーターポンプのコネクターを片側ずつ取り

付け、それぞれでエア抜きをする 

ヘッダータンクの泡が完全になくなるまで片側
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ずつエア抜きをする 
タンクの冷却水が動いていることを確認する ⇒ 

⇒ 

⇒ 

⇒ 

5) ヘッダータンクいっぱいまで補充する 

キャップテスターを使用して冷却水の漏れを点検する（満水にした状態で 137kPa（１．４Ｋ g/cm2）の圧

力をかける） 

 
［１３］ 冷却水注入 

1) エンジン冷却水を入れ、エア抜きをする 

 
［１４］ 燃料コーションラベル・ベルトコーションラベル貼り付け 

1) 燃料コーションラベルをフーエルフィラーオープニングリッド（給油口リッド裏面）に貼り付ける 

レギュラーガソリンを入れた場合はエンジンが破損する可能性が高いため、必ず貼り付けること 
2) ベルトコーションラベルを純正ベルトラベルの上に貼り付ける 

 
［１５］ 各部確認 

1) エンジンを始動して、アイドリングし、ベルトの干渉などがないか確認する 

特にエンジン始動時や、レーシング時にベルトの干渉がないか確認する 
2) アイドリングが安定しない場合は、エンジンＥＣＵの学習値が安定するまで、アイドル放置および走行する 

3) コンプレッサーの過給は走行時の音（約２０００ｒｐｍぐらいからキーン音）で確認する 

→ 

→ 

レーシングで過給はしない 

冷間時は過給しない 

4) 走行後ガソリン、冷却水の漏れ等を点検する 
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	スロットルボディＡＳＳＹはずし
	ナット２個およびボルト２本をはずし、スロットルボディをはずす

	フエルライン切り離し
	フエルタンクのキャップをはずし、フエルタンクの圧力を抜く
	EFIフューエルパイプクランプNo.1をはずす
	フューエルコネクタのかん合をはずし、フューエルホースを切り離す
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	異物が混入しないようにフューエルコネクタおよびパイプ接続部をビニール袋で保護する
	ガソリンの流出に十分注意する



	インテークマニホールドＡＹはずし
	ボルト６本ナット４個をはずし、インテークマニホールドＡＳＳＹをフエルパイプ、デリバリパイプ、インジェ�


	インジェクター，デリバリパイプ付け替え
	インジェクター、パイプはずし
	インテークマニホールドからデリバリパイプ、パルセーションダンパー、フエルパイプＮｏ，２、デリバリ〃
	
	パイプのボルトに注意する

	パルセーションダンパー左右をはずし、インジェクターとパイプは一体ではずすとよい
	はずす前にインジェクターが回転することを確認する



	インジェクター、パイプ取り付け
	純正デリバリパイプスペーサー４個をコンプレッサーのスタッドボルトに取り付ける
	フエルホースＮｏ，２とコンプレッサーが干渉する位置にインシュレーターをずらして巻き付ける
	はずした手順と逆の手順で取り付ける
	
	パルセーションダンパー締付トルク39N.m\(398Kgf.cm\)
	デリバリパイプナット締付トルク18N.m\(184Kgf.cm\)
	パルセーションダンパーガスケットは新品に交換する（90430-12026　４個）
	インジェクターが回転することを確認する。滑らかに回転しない場合は、Ｏリングのかみ込みが考えられるため、インジェク�
	ガソリン漏れの原因となるためフエルパイプを無理に曲げないこと




	Ｖベルト取り付け
	Ｖベルトはずし
	テンショナーのプーリセットボルトにレンチをかけ、テンショナーを左に回転させて張力をゆるめ、ベルトをはずす
	
	プーリセットボルトは左ねじを使用しているため右回転させるとプーリセットボルトがゆるむ



	アイドラプーリＮｏ,２（ＬＨ）交換
	アイドラプーリＮｏ，２（ＬＨ）を16604アイドルプーリに交換する
	
	締付けトルク39N.m\(398Kgf.cm
	プーリーカバー（ワッシャー）は使用しない

	ボルトは再使用する


	アイドルプーリＮｏ,２（ＲＨ）ブラケット交換
	アイドルプーリＮｏ，２（ＲＨ）をはずす
	ボルト２本をはずしアイドルプーリブラケットをはずす
	16607プーリーブラケットをBHA90ボルト２本とWPA21ワッシャー２個およびBF620ボルト＂
	
	締付トルク　M10ボルト39N.m\(398Kgf.cm\)
	締付トルク　M6ボルト10N.m\(102Kgf.cm\)


	1\)ではずしたアイドルプーリを純正ボルト、ワッシャーを再使用して取り付ける
	
	締付けトルク　39N.m\(398Kgf.cm\)



	Ｖベルト交換
	Ｖベルトを交換する左図の実線のように取り付ける
	ベルトは仮に取り付ける



	コンプレッサー取り付け
	コンプレッサー取り付け
	コンプレッサー取り付けの前に、16262ウォーターバイパスホースＮｏ，２（３２０ｍｍ）をウォー�
	コンプレッサー装着後は作業性が悪い

	ウォーターインレットハウジングのボルト１本をはずしておく（左図参照）
	マニホールドガスケットを交換する（純正）17171-50020　２個
	
	白ペイント側を上向きにする


	はずしたインテークマニホールド用ボルト６本およびナット４個を使用してコンプレッサーを取り付ける
	
	コンプレッサーを垂直に均等に入れること。エンジンヘッドに確実に接地していることを確認してボルトナットを取り付ける
	締付けトルク18N-m\(184Kgf-cm\)
	フエルラインをハーネスの間を通すこと


	BF825ボルトと、WP613ワッシャー、NL68Aロックナットで13751ノーズステーを取り付ける�
	
	ロックナット締付けトルク8N.m\(82Kgf.cm\)
	ハウジング締付けトルク　19N.m\(194Kgf.cm\)


	Ｖベルトを取り付ける
	テンショナーを押下げてベルトを取り付ける
	プーリセットボルトは左ねじを使用しているため右回転させるとプーリセットボルトがゆるむ
	ベルトと近いエンジンハーネスをタイラップでベルトから離れるように取り付ける


	コンプレッサー本体ＲＨサイドのネジ部に44730ブースターユニオンメクラプラグと44731ワッシャーを
	
	締付けトルク　35N.m\(355Kgf.cm\)


	16603メクラプラグPSTアイドルアップ用をパイプに取り付ける
	
	プラグが抜けないよう十分差し込む



	フューエルパイプＮｏ，２接続
	〔１〕－１２－2\)ではずしたフューエルチューブを‘カチッ’と音がするまで差し込む
	
	作業前にパイプおよびコネクターの接続部に異物の付着や傷がないことを確認する
	接続後コネクターを引っ張り確実に組み付いていることを確認する


	ＥＦＩフューエルパイプクランプＮｏ，１を取り付ける


	インタークーラーラジエター、ウォーターポンプ、ホース取り付け
	ラジエターグリルサイドエアガイドＲＨはずし
	ホーン２個をはずす
	クリップ３個をはずし、ラジエターグリルサイドエアガイドＲＨをはずす
	フロントバンパーカバー上部のボルト４個をはずす
	レーザーレーダーセンサー（ＲＨ側）のクランプをはずす
	外気センサー（ＬＨ側）のコネクターをはずす

	ラジエタートレー取り付け
	16511ラジエタートレーをラジエター前方の図の位置（ウインドガイドロアパネル）に置き、穴位置をマークする
	穴は内側穴を使用する
	Ａ寸法：９５ｍｍ
	B寸法：１３５ｍｍ

	φ９mmの穴を開ける
	トレーを16513クリップ２個で取り付ける
	トレーの折りの高い方を前方にして取り付ける


	ウォーターポンプ取り付け
	16290ウォーターポンプに16551／16552ホースおよび16573インレットホースバンドを取り�
	16291ウォーターポンプステーをBC615ボルト２本でラジエターに取り付ける
	
	締付けトルク　8N.m\(82Kgf.cm

	ステーの方向に注意する（左下図参照）

	ウォーターポンプを16292ウォーターポンプクランプバンドでステーに取り付ける
	
	バンドとハーネスやホースが干渉しないこと

	ウォーターポンプについているラバーバンドの位置をクランプバンドの位置にあわせる
	外気センサーハーネスを左図の位置を通す
	ウォーターポンプアウトレットはラジエターと平行に取り付ける
	ウォーターポンプの突起とステーの穴を合わせる


	ラジエター取り付け
	16512インタークーラーラジエターステーをBC615ボルトでラジエターに取り付ける
	
	締付けトルク　8N.m\(82Kgf.cm


	ラジエターをトレーの上にのせ、16512ステーをセンターブレースにBC615ボルトとWP613ワッシャー　
	
	締付けトルク　10N.m\(102Kgf.cm\)



	インタークーラーホース取り付け
	16554インタークーラーアウトレットホース（太い成型ホース）を配管する
	エンジンルーム側からラジエターサポートRHの左下図②の穴を通し、インタークーラー用ラジエターのRHパイプに差

	16572ホースバンドでホースをコンプレッサーのリザーブタンク下部に取り付ける
	16572ホースバンドでホースをラジエター側に取り付ける
	左下図①矢印のワイヤーハーネスのクランプをはずし、ハーネスのあった位置にホースを取り付ける
	ファンシュラウドの突起部などがホースに当たらないように配管する


	16553インタークーラーインレットホース（細いホース）を配管する
	エンジンルーム側からヘッドライトRHのすきま（左下図③）を通し、バンパーリーンホースメントの上をはわす
	長さ１８４０mmと１７００mmを図のように配管する（長／短を参照）

	16572ホースバンドでホースをコンプレッサーに取り付ける
	ホースバンド16572でホースをウォーターポンプ２個に取り付ける
	ボディとの接触部に16519プロテクターモールをボディ側に取り付ける（図④図⑤）
	
	バンドは止めずにおく（エア抜きの際ホースをあけるため）



	ホースガイド取り付け
	16561インタークーラーホースガイドをサーモスタットケースボルトに共締めする
	
	締付けトルク　19N.m\(194Kgf.cm
	ボディおよび部品と無理な接触がないこと
	Ｖベルトとの干渉がないこと


	16571ラジエターアッパーホースを取り付ける（バンドは再使用する）
	
	Ｖベルトとのすきまを１０mm以上確保する（ない場合はホースの回転方向を変えてみると良い）




	スロットルバルブ取り付け
	スロットルバルブＡＳＳＹ取り付け
	取り付け前に、スロットルバルブ下側ウォーターバイパスパイプ２個所に16262バイパスホースＮｏ，２（�
	スロットルバルブ取り付け後は作業性が悪い

	はずしたボルト２本、ナット１個と、BH885ボルトとWP816ワッシャーでスロットルバルブをコンプレッサ〟
	
	締付けトルク18N-m\(184Kgf-cm\)

	ガスケットは新品を使用する22271-50042

	BH885ボルトには11215エンジンカバーブラケットと88116ワイヤーハーネスブラケットをNL88
	エンジンカバー取り付けのスパンを２９０ｍｍになるように位置を調整する
	締付けトルク18N-m\(184Kgf-cm\)


	16261／16262／16263ウォーターバイパスホースを取り付ける（バンドは純正を再使用）
	コンプレッサー本体のウォーターリザーブタンクのフロント側ボルトをはずし、16555ウォーターバイパスガイドを
	
	締付けトルク　8N.m\(82Kgf.cm
	Ｖベルトとの干渉がないこと（ベルトとウォーターバイパスホース、アッパーホースのすきまが10mm異常あること




	エアクリーナーケース取り付け
	
	エアクリーナーボックスＡＳＳＹを取り付ける
	17875エアインレットホースを標準のバンドを使用して取り付ける
	16605メクラプラグPSTアイドル用をφ６のパイプに取り付ける


	ホース取り付け
	ブローバイホース取り付け
	純正ブローバイホースRHを図の矢印部（長い方）を４０mmようにカットする（プロテクターを１０mm。
	12261ホースと12663パイプを12664バンドで純正ブローバイホースＲＨ及び、17875エアイン
	カットした側をエンジン側に取り付ける

	純正バンドを再使用して、16263ブローバイホースＬＨをスロットルボディおよびヘッドカバーLHに取り付け】

	リザーブタンクホース取り付け
	16556リザーブタンクホースを、16557バンドを使用して、ヘッダータンクに取り付ける
	リザーブタンクホースの反対側に16558スリーウエイを、16557バンドを使用して取り付ける
	純正リザーブタンクのホースを中間付近でカットし16557バンドを使用して３ウエイをつなぐ

	キャニスターホース取り付け
	純正キャニスターホースを純正バンドでコンプレッサーのユニオンおよびキャニスターバルブに取り付ける
	
	パイプ抜け止めの２段目を超えるまでホースを差し込む。バンドは２段目より奥で止める



	ヒーターホース取り付け
	ヒーターホースを復元する
	ブラケットをBH625ボルトWP613ワッシャーおよび13731カラーを使用してコンプレッサーに取り付け】
	
	締付けトルク　8N.m\(82Kgf.cm



	Ｖバンクカバーブラケット取り付け
	ＶバンクカバーブラケットＲ／Ｌを純正ボルトを使用して取り付ける
	
	締付けトルク　8N.m\(82Kgf.cm




	ハーネス取り付け
	マグネットクラッチハーネス取り付け
	82217マグネットクラッチハーネスをＡＣＩＳコネクターとマグネットクラッチコネクターに取り付ける
	アースを純正エンジンカバーブラケットリヤRHと共締めする
	余ったハーネスはベルトなどに接触しないようテーピングする


	ウォーターポンプハーネス取り付け
	クリップ３個をはずし、ラジエターグリルサイドエアガイドＬHをはずす
	ポンプ２個にハーネスを取り付ける
	ヘッドランプ横のすき間からハーネスをエンジンルーム内へ引き込む
	エンジンコントロールＥＣＵのボックスカバーをはずす
	ダストブーツに小穴を開け、ウォーターポンプハーネスのワイヤー２本をＥＣＵボックス内に引き込む
	ターミナルを図の位置に差し込む
	青コネクターをはずし、裏側コネクターの図の位置に赤リード線の１本を取り付ける（黒白色線のとなり）
	もう１本の赤リード線を図の「Ｆ」の空いた個所に取り付ける（表側・裏側も含む）
	黒リード線を灰色コネクターの図の位置に取り付ける（空いているターミナル）
	コネクターのロックを解除してから差し込む

	カットした保護チューブの個所に防水テープなどを巻く

	ラジエターグリルサイドエアガイドＲＨ取り付け
	型紙をコピーしラジエターグリルサイドエアガイドＲＨに貼り付けカットする
	クリップ３個でラジエターグリルサイドエアガイドＲＨを取り付ける

	純正ハーネス復元
	インジェクターハーネスその他はずしたハーネスを取り付ける
	各ハーネスブラケットをコンプレッサーのステーに取り付ける
	
	締付けトルク　8N.m\(82Kgf.cm


	13741ハーネスブラケットＮｏ，３をBH610ボルトWP613ワッシャーでコンプレッサーの図の位置に
	
	締付けトルク　10N.m\(102Kgf.cm


	バッテリープラスハーネスのブラケットを13741ハーネスブラケットにBH615ボルトWP620ワッシ�
	
	締付けトルク　10N.m\(102Kgf.cm




	エンジンカバーブラケットＬＨ取り付け
	
	\(48\)エンジンカバーブラケットＬＨをコンプレッサーの図のステーボルトをはずし共締めする
	
	締付けトルク　8N.m\(82Kgf.cm




	エンジンＥＣＵ取り付け
	
	ＴＥＣⅡを取り付ける


	インタークーラーウォーター注入
	
	ヘッダータンクから冷却水（ＬＬＣ５０％）を入れる
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